
 

 

西日本豪雨の教訓を生かせ 
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7 月 6 日から中国・四国・関西地方一帯に記録的な豪雨が襲い土砂崩れや河川

の堤防決壊が相次ぎ広範囲にわたって甚大な被害をもたらした。 

気象庁によると数十年に一度とされる大雨特別警報がこれまで最多の 11 府県

に発令された。岐阜県では特別警報が 25 時間 20 分にわたって発令されたほか

72 時間の雨量は 22 道府県 119 地点で観測史上 1 位を記録した。 

7 月 20 日現在の死者は 218 人、不明者が 13 人に昇っている。 

1 週間後の被害状況を詳しく見てみると土砂災害 352 件・氾濫など河川被害 206

か所・床上浸水 7763 棟(以上、国土交通省・消防庁調べ)となっており、避難指

示・勧告約 863 万人、避難者 4 万 2 千 200 人、断水 27 万 7 千 600 戸、停電 6 万

2 千 700 戸、高速道路不通 17 路線 19 区間(共同通信社)などのほか農林業や水産

業の被害額が 110 億円以上見込まれている。 

今回お亡くなりになった人達は 60 歳以上の高齢者が 70%以上を占め、地域の

3 割以上が水没した岡山県倉敷市真備町では 50 名の犠牲者を出したがそのうち

の 80%にあたる 40 名が屋内で発見され、逃げ遅れて溺死した人も多かったとみ

られている。 

今回の災害は雨の量が桁違いに多く、しかも局地的でなく、同時に広範囲に

亘って長時間降り続いたことに起因する。 

こうした現象は特別の事情として捉えられない状況となってきている。1 時間に

80 ミリ以上の豪雨の回数は 30 年前に比べて 1.7 倍に増加しており、我が国では

国土の 3 分の 2 以上が山地となっており何時、如何なるところで災害に遭遇し

ても不思議でない環境にあることを自覚することが大切だ。 

 岡山県倉敷市での小田川の堤防決壊は、本流の高梁川
たかはしがわ

が増水し水位が高くな

り、小田川が合流できず逆流する「バックウォーター現象」が発生したためと

言われる。また、増水したダムの放流が住民への周知、放流の時期などについ

て適切だったかも問われている。 

 気象庁では 7 月 5 日の時点で「大雨特別警報を出す可能性」を記者会見で発

表し、最大限の警戒を呼びかけている。 

 特別警報や避難指示など防災情報がたくさん出されたが生かしきれなかった。 

一般的に「これまで災害にもあっていないし今回も大丈夫だろう」と心理学で

言う「楽観主義バイアス」が作用した可能性もある。ハザードマップを活用し

いざという時に、自分の身は自分で守るという意識の涵養が必要だ。 

 災害対策は災害後になっては手遅れだ。京都大学藤井聡教授が言うように、

住宅ローンのようにまず対策を完了させてから、対策の恩恵を受ける世代も費

用を公平に分担する仕組みも検討すべきだと考える。 

 

 



脱皮して生きていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

世間を超えて生きる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狐よりもずるいのは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱皮しない蛇は破滅する。 

人間もまったく同じだ。古い考えの皮をいつまでもかぶっていれば、やがて内

側から腐っていき、成長することなどできないどころか、死んでしまう。 

常に新しく生きていくために、わたしたちは考えを新陳代謝させていかなくて

はならないのだ。 

【曙 光】 

 

世間にありながら、世間を超えて生きよ。 

 世の中を超えて生きるとは、まずは、自分の心や情のそのつどの動きによって

自分があちらこちらへと動かないということだ。情動に振り回されない、自分が

自分の情動という馬をうまく乗りこなすということだとも言える。これができる

ようになると、世間や時代のそのつどの流れや変化にまどわされないようになる。 

 そして、確固たる自分を持ち、強く生きることができるようになるのだ。 

【善悪の彼岸】 

 

葡萄がたわわに実っている。一匹の狐がそこに来て葡萄を取ろうとするのだが、

どの房も高い場所にある枝についているため、いくら跳びはねてもまったく手が

届きそうにない。狐はついに葡萄を取ることをあきらめ「あんなのはどうせ酸っ

ぱい葡萄に決まっているさ」と捨て科白(せりふ)を残して去っていく。 

 これは、イソップ寓話の三十二番目にある話だ。この話には負け惜しみの教え

があるといわれる。 

 ところが現実には、狡猾とされている狐よりもはるかに狡猾な人間がいる。 

 そういう人々は、自分の手が届いて他の連中よりも先にたっぷりと手に入れる

ことができた葡萄についてまでも「とてもじゃないが酸っぱくてダメだった」と

言いふらすのだ。 

【漂泊者とその影】 

 

ニーチェの言葉 

ニーチェの言葉 

ニーチェの言葉 



 

ここで描かれている家族は血縁で結ばれている家族ではなく、一人ひとりにそ

れぞれの事情があり同居している秘密の家族だ。親の死亡届を出さずに不正に年

金を受給した事件をもとに作成された作品と言われる。 

日雇いと年金と万引きで生計を立てている。社会の底辺で暮らしながらこの家

族はいつも笑顔が絶えなかった。 

この作品は映画化され、第 71 回カンヌ国際映画祭で最高賞であるパルム・ドー

ルを獲得した。1997 年以来の快挙である。 
 

 

     大久保 利通（政治家、西郷隆盛・木戸孝允らと維新三傑の一人） 

                  

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オススメの BOOK   

『万引き家族』  

             著者 是枝 裕和   出版社 宝島社 
 

  

 

 

    

     

 

 

      

 
 

文政 13 年 8 月 10 日(1830 年) 
 
 
 
弘化 3 年(1846 年) 
嘉永 3 年(1850 年) 
 
嘉永 6 年 5 月(1853 年) 
文久元年 10月 23 日(1861 年) 

文久 3 年 2 月 10 日(1863 年) 
慶応 2 年 9 月 8 日(1866 年) 
 
明治 2 年 7 月 22 日(1869 年) 
 
明治 4 年(1871 年) 
 
明治 6 年(1873 年) 
 
 
明治 10 年(1877 年) 
明治 11 年 5 月 14 日(1878 年) 

薩摩国鹿児島城下高麗町に薩摩藩士の父、
大久保利世と母、福の長男として生まれる。 
幼少期、郷中や藩校造士館で西郷隆盛らと
ともに学問を学び親友・同志となった。 
藩の記録所書役助として出仕。 
お由羅騒動で父利世とともに連座罷免され
謹慎処分となる。 
記録所に復職、御蔵役となる。 
御小納戸役に抜擢され藩政参与となる。 

御側役に昇進。 
薩摩藩の西郷とともに長州・土佐の倒幕派と
三藩盟約を結んだ。草案は大久保が作成。 
参議に就任。廃藩置県など明治政府の中央
集権体制確立を進める。 
大蔵卿に就任。征韓論を唱える西郷らと対
立、明治 6 年政変で西郷らを失脚させた。 
内務卿就任、実権を握ると学制・地租改正・ 
徴兵令など実施。「富国強兵」を唱え殖産興
業政策を推進した。 
西南戦争では京都で政府軍を指揮する。 
紀尾井坂で暗殺される。享年 47 歳。 

贈従一位、勲一等旭日大綬章。 



                                               

                    

 

      

     

        

                                

 
 
      
 
                      
 
                           

 

           

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしと保険のおはなし 

 

 

【編集後記】       

改正公職選挙法が 18 日衆議院本会議で成立した。 

 「一票の格差」を是正する抜本改革を先送りし、来

年夏の参議院選挙に向けて定数を 6 増させ、比例増に

は「特定枠」という変化球のおまけ付きとなっている。 

 先の選挙マニュフェストや消費税アップの際、国会

議員の削減を図ることを公約に掲げていたはずだ、定

数増加は国民の理解を得られるものではない。 

世論調査、日経新聞 56%、読売新聞 67%が反対となっ

ている。良識の府が泣いている。 

 

他にレジャー全般に加えて、ホールイン
ワンの祝賀費用も補償するゴルフ向け
や、救援者費用が手厚い登山者向けなど、
シーンを限定したプランもあります。 

但し、定期的に行うスポーツは年間の
保険で備えた方が一度で手続きが済み、
保険料も割安になる可能性がありますの
で比較検討してみましょう。 

さらに、大切なモノに対して必要な期
間だけかけられる「ワランティ」もありま
す。スマホのアプリを使って加入から保険
請求まで完結できます。24 時間単位で生活
家電は 19 円から、デジタル家電は 39 円か
ら故障した際の修理費などを補償してく
れます。これによりデジカメを持って外出
する時だけ保険をかけるといった利用方
法が可能になりました。 

一方、オンデマンド保険に加入するに
あたり気を付けたいのが、既に加入済の
保険との重複です。けがの補償は国の高
額療養費制度に加えて生命保険や普通傷
害保険が使えたり、携行品損害の補償は
旅行傷害保険でカバーできたり、賠償責
任の補償は火災保険や自動車保険に付帯
されていたりすることがありますので、
チェックすることが大切です。 

スマホ普及が後押しする「オンデマン
ド保険」は、きめ細かいニーズに低額で
対応する新たな時代を予感させる画期的
なサービスとして注目したいものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海に山にゴルフ、夏祭り等々スポーツや
レジャーで出かける機会が多い季節です。
心配なのは、思いがけない事故やけがです
が、そんな時に役立ちそうな注目の保険サ
ービスが「オンデマンド保険」です。 
要求に応じてという意味の通り、年単位が
一般的だった損害保険の分野でも、必要な
ものに必要な時だけ補償をつけたいとい
う消費者ニーズに対応し、多様な商品が相
次いで投入されています。スマートフォン
（スマホ）などを使って 24 時間単位で随
時加入でき、保険料を抑えながら最低限の
補償が得られます。 

代表的なオンデマンド保険についてご
紹介します。 
＜1 日自動車保険＞ 

他人名義の車を借りた時の事故リスク
に備えたものです。補償内容はパッケージ
になっており、保険料は 24 時間で 500 円
から。スマホやコンビニの備え付け機から
当日の申込みも可能です。友人の車でドラ
イブする時や帰省した実家の車を運転す
る際など便利ですが、あらかじめ補償の対
象や保険金を確認しておきましょう。 
＜1 日レジャー保険＞ 

スポーツやレジャーでのけがや他人へ
の賠償責任を補償してくれます。こちらも
スマホやコンビニ経由で出発直前に加入
でき、保険料は 24 時間で 300 円程度から
とお手頃です。 
 

 

 

24時間単位で加入「オンデマンド保険」 

秋田県三種町のサンドクラフト 

今年のテーマ 

「Sand  Zoo～砂の動物園」 

 


